
天草！流通！

【テーマ設定の背景】
　天草は離島でどうやって流通をしているのか

を知りたかったから。また、色んな所で聞いたり
するので調べてみたいと思ったから。

【仮説】
天草の流通を知り、苓北の魚介類は県外に船や
陸地で配送しているのではないか。

【結論】
苓北漁協の流通方法は全て陸送で行ってい
る。
送る先はほぼ全て県内であって、県外に流通す
る場合は最低でも、３日以上かかる。どうしても、
手数料・中間マージン・運搬費などのコストがか
かる。

【検証方法】
・漁協から貰った令和2年と令和3年の生鮮魚具
藻類と水産製品・加工品の流通の資料。

・Chromebookで天草のみやび鯛の流通場所を
調べた。また、天草の水産業の流通に関すること
を調べた。

【結課】
・流通方法は、すべて陸地で行っている。
・令和２年に比べて、令和３年は全体
的に水揚げ量が増えている。塩干魚貝類が2.6
万トン増え約1,360,000万円増えている。

【参考文献・Webサイト等】
・天草わくわく便(株式会社チーム天草)
・令和２年、令和３年の販売事業(苓北漁協)

【展望】
　天草では、すべて陸地で流通し、全体的に水揚
げ量が上がったから塩干魚介類があがったとお
もう。今後は、保存期間が長い塩干魚介類が県
外にも広まっていくとおもう。


